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　 正 極 集 電 体 の 材 質 と し て は 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 ニ ッ ケ ル メ ッ キ 、
チ タ ン 、 タ ン タ ル 等 の 金 属 材 料 ； カ ー ボ ン ク ロ ス 、 カ ー ボ ン ペ ー パ ー 等 の 炭 素 材 料 が 挙 げ
ら れ る 。 中 で も 金 属 材 料 、 特 に ア ル ミ ニ ウ ム が 好 ま し い 。
　 集 電 体 の 形 状 と し て は 、 金 属 材 料 の 場 合 、 金 属 箔 、 金 属 円 柱 、 金 属 コ イ ル 、 金 属 板 、 金
属 薄 膜 、 エ キ ス パ ン ド メ タ ル 、 パ ン チ メ タ ル 、 発 泡 メ タ ル 等 が 挙 げ ら れ 、 炭 素 材 料 の 場 合
、 炭 素 板 、 炭 素 薄 膜 、 炭 素 円 柱 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の う ち 、 金 属 薄 膜 が 好 ま し い 。 な
お 、 薄 膜 は 適 宜 メ ッ シ ュ 状 に 形 成 し て も よ い 。 薄 膜 の 厚 さ は 任 意 で あ る が 、 通 常 は １ μ ｍ
以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。 薄 い と 集 電 体 と し て 必 要 な 強 度 が 不 足 す る こ と が あ る 。 し た
が っ て 、 ３ μ ｍ 以 上 、 特 に ５ μ ｍ 以 が 好 ま し い 。 逆 に 厚 す ぎ る と 、 取 り 扱 い づ ら く な る
。 し た が っ て 、 １ ｍ ｍ 以 下 、 特 に ５ ０ μ ｍ 以 下 が 好 ま し い 。
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